
日立市立大みか小学校     第５学年１組 道徳科学習指導案 

指導者       

 

１ 主題名   誰に対しても思いやりの心を Ｂ 親切，思いやり 

 

２ 主題設定の理由                           

（１）ねらいとする価値について 

思いやりとは，相手に対してよかれと思う気持ちを向けることである。具体的には，相手の立

場や気持ちを考えたり想像したりして，励ましや援助をすることである。 

高学年の児童は，自他を客観的に見たり，相手の置かれている状況を自分に置き換えて想像し

たりすることができるようになる。活動範囲が広がり，多様な人々と接する機会も増え，自分と

関係の深い人には親切にする姿が多く見られるようになる。人間関係の深さの違いや意見の相違

を乗り越え，全ての人に，相手の立場に立った思いやりの心を向けるよさや大切さについて，考

え方や感じ方を深められるようにしたい。 

（２）児童の実態について               （実態調査 令和３年６月４日 26 名） 

質問「周りに人に思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にしている。」 

とてもあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 

7 人 13 人 6 人 0 人 

学級全体の約８割の児童が「とてもあてはまる」もしくは「あてはまる」と回答している。

児童の多くは普段の生活の中において「思いやりや親切」ということを意識している様子であ

る。その反面，2 割の児童は「あまりあてはまらない」と回答している。友達や家族などとの

かかわりの中で自分の言動について課題を感じている様子も見られる。日頃の児童の様子を見

ていると，一人ひとりには明るさや優しさ，思いやりの気持ちを感じる言動は見られる。しか

し，グループや学級といった集団になると自分自身の時間的，精神的な余裕，相手との関係性，

置かれた状況などによって影響を受け，自己中心的な言動をとっている場面を見かける。上級

生や同学年の友達に対しては，相手の立場を考えて行動するという意識や態度は十分に育って

いないと感じる。その反面，縦割り班遊びや体力テストの手伝いといった活動では，下級生に

優しい言葉で話しかけたり，相手の言葉に耳を傾けて行動したりすることができ，自分が上級

生となる立場では，思いやりのある親切な行動を自然ととることができている。 

（３）教材について（教材名「ノンステップバスでのできごと」出典「東京書籍」） 

ノンステップバスに乗った和也は，途中で車椅子の人が乗車することを知るが，時間を気に

していたため，あまりよい気持ちがしない。しかし，周りの乗客は車椅子の人を手伝い，優し

く声をかける。それを見た和也は自分の思いを振り返るという内容である。 

本教材は人権教育の教材としても活用できる。障がい者だから親切にするのではなく，困っ

ている，助けを必要としているから親切にするのである。また，相手の立場に立つこと，相手

の思いを推し量ること，関係が深くない人に対しても親切にすることの大切さについても考え

ることができる。いじめを生まない心を育てるために深く考えることが必要な内容である。 

 

３ 関連 

 

 

 

 

 

各教科             学校行事           学校生活 

 

 

 

 

６月 

ノンステップバスでのできごと 

１２月 

くずれ落ちただんボール箱 

２月 

友の命 

学級活動 宿泊学習の計画を立てよう 

総合的な学習 世界の環境に 

ついて調べよう 

５月 運動会 

１０月 宿泊学習 

１１月 校外学習 

クラブ活動 

休み時間 

清掃活動 



４ 本時の指導 

(1) ねらい 

     相手の立場や気持ちを考えて，誰に対しても親切にしようとする心情を育てる。 

  (2) 準備・資料 

   ・挿絵 ・ワークシート ・みんなの道徳 

  (3) 展開              ☆根拠や理由を明確にして自分の思いや考えを表現するための手立て 

主な活動と発問 予想される児童の反応 支援の手立てと評価 

１ 見知らぬ人に親切にされ

た経験を思い起こす。 

〇知らない人に親切にされた

ことはありますか。 

〇ノンステップバスを知って

いますか。 

 

２ 教材「ノンステップバス

でのできごと」を読んで，

話し合う。 

○3 人の高校生の言葉に，和

也はどんな思いでうなずい

ていたのでしょう。 

 

◎車いすのお兄さんとおじさ

んとの会話をじっと聞いて

いた和也は，自分を振り返

って，どのようなことを考

えたでしょうか。 

 

・自分の考えをワークシート

に書き，隣と伝え合う。 

・全体で発表し，共有する。 

 

３ 自分自身を振り返る。 

○誰かが，見ず知らずの人に

親切にしているのを，あな

たは見たことがあります

か。それを見たときどう思

いましたか。 

 

・体験したことをワークシー

トに書く。 

・全体で発表し，共有する。 

 

４ 詩を読む。 

・詩「行為の意味」（宮澤章

二）を読んで考える。 

・道を迷っているときに声をか

けてくれた。 

・落としたものを拾ってくれ

た。 

・聞いたことがあるけど，よく

わからない。 

 

 

・祖母が待っているのが心配

だ。 

・時間がかかってしまうのは惑

だな。 

・なぜ，車椅子の人は特別扱い

なんだ。 

 

・自分のことしか考えていなか

った。勝手だった。 

・誰もがバスに乗るのは「あた

りまえ」なのは本当だ。 

・車いすの人の気持ちを考えて

いなかった。 

・このおじさんはすごい。心が

温かく，広くて大きい。 

 

 

・震災のときのボランティア活

動を見た。とても大変そうだ

ったけれども，困っている人

を助けようとしているのに

感動した。 

・お年寄りや障がい者への手助

けをする人を見たことがあ

る。思いやりのある人なんだ

なあと思った。 

 

 

・「こころ」は見えないけど，

「こころづかい」は見えるん

だな。 

・体験を想起し，すべての人

に思いやりの気持ちを広げ

られるようにする。 

・教材への理解を深めるため

に，ノンステップバスにつ

いて説明する。 

 

・挿絵を提示し，内容を捉え

やすくする。 

☆ワークシート活用し，考え

た理由や根拠も書くように

支援する。 

・誰にでもあるみにくい心を

共感的にとらえさせる。 

 

・机間指導で，ねらいとする

価値に深まりをもたせるた

めに，「おじさんの言葉が和

也の胸に響いたのはどうし

てかな」と補助発問を用意

しておく。 

☆ワークシートに書くことで

自信をもって考えを発表で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・直接町中などで見かけた体

験だけでなく，テレビや新

聞で知った間接体験でもよ

いと伝える。 

 

・思いやりの気持ちを実際に

行動にしていく大切さにつ

いて，考えるようにする。 

 

自己をみつめ言動を振

り返り，今後の生活につ

なげようとすることがで

きたか。 

（発表・ワークシート） 


